ＳＲセンターに派遣する研究者・作業者の
放射線業務従事に関する承諾書　　
　　　　　　　

20   年　　　月　　　日

立命館大学ＳＲセンター長　殿
機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　〒

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

所属機関代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　 印　

□　放射線取扱主任者　　　　　 　　　　　　　
□　労務管理責任者　　　　　　　　　 　　　　　　印　
放射線取扱主任者または労務管理責任者いずれかにチェックを入れて下さい。
研究者・作業者の連絡先：TEL　　　　　　　　　　　　　
 E-Mail　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
下記の研究者・作業者を下記の期間派遣として、放射線業務に従事させることを承諾いたします。
記
	所属
	職名
	氏名（フリガナ）
	性別
	生年月日
	作業期間

	
	
	
	
	
	20    年　　月　　日　～
　　 20   年　　月　　日
（作業期間は年度内とする）


申請者が学生・院生の場合は、下記に指導教員名をご記入ください。（必須）

指導教員氏名（フリガナ）：　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）
過去１年間の放射線被ばく実効線量の合計　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　ｍＳｖ　　　 　　

健康診断での放射線作業上の異常　　　　　　　　 　　　　 異常あり　　　　　　　　異常なし　　　　 

放射線教育訓練の受講　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講済み　　　　　　　　受講していない 　　　　　　　　　
１．上記派遣する研究者・作業者は、法令に定める健康診断、保健指導、教育訓練を受け、放射線業務従事者として適切であることを証明します。

２．上記派遣する研究者・作業者は、ＳＲセンターで行う放射線発生装置の安全取扱に係る教育訓練を受講し、管理者の指示、およびＳＲセンター放射線障害予防規程に従わせます。

３．上記派遣する研究者・作業者には、当方が個人放射線測定用具（フィルムバッジ等）を持参させたうえで、被ばく線量の測定を行います。

４．放射線発生装置等における放射線障害の発生を防止するための管理責任を除き、研究者・作業者における放射線障害の発生を防止するための責任は当方が負います。派遣する研究者・作業者が被ばくし治療を必要とする場合は、治療は当方の責任において行います。
【被ばく通知書送付先】　　　　　
· 上記放射線取扱主任者もしくは労務管理責任者
· その他・放射線管理事務局等(下記に送付先を記入してください)
	ＳＲセンター長
	放射線取扱主任者
	事務局受付

	/　　/
	/　　/
	/　　/

	印
	印
	印


住所：〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
誓約書
立命館大学ＳＲセンター長　殿
立命館大学ＳＲセンター（以下「センター」という。）の利用にあたり、下記に掲げる事項を遵守することを誓約します。
記
1. 放射光施設利用の関係法令、センターに関する各種規程および利用マニュアル（ユーザーガイドブック）を遵守し、センターの指示に従うこと。
2. 実験に使用する物品、薬品等は、責任を持って管理し、センターの利用終了後は所属機関に持ち帰ること。
3. 危険物は持ち込まないこと。また、やむをえず危険物を持ち込む場合は、センターの許可を得ること。
4. センターの施設、設備および物品を使用するときは、センターの指示に従い、使用後は元の状態に戻すこと。
5. 事故および災害が発生したときは、速やかにセンターのスタッフに報告すること。
6. 利用者の故意または過失によりセンターの施設、設備および物品を滅失または毀損したときは、その損害を賠償すること。
7. センターの利用に先立ち、不慮の事故に備えて傷害保険、損害賠償保険に加入すること。
8. 施設の装置の故障等により、予定した利用時間数が減少した場合には、代替日の確保などについてセンターと協議すること。また、利用時間数の減少に伴って生じた損害について、学校法人立命館に対して賠償請求は行わないこと。
9. やむを得ない事情で利用をキャンセルするときは、早急に連絡すること。この場合において、所定の利用料金を請求されたときは支払うこと。

10. 成果公開型利用の場合、成果報告書の内容を含む科学技術論文、書籍等の印刷物には、「立命館大学ＳＲセンターを利用した成果である」ことを明記するとともに、その印刷物をセンターに提出すること。
11. センターを利用した成果に基づく発明および考案について、特許または実用新案を出願した場合には、公開後、速やかにセンターへ報告すること。
12. センターの利用に際して知り得た秘密情報は、厳重に管理、保管し、センター長の文書による事前の了承なく、第三者に開示または漏洩しないこと。
以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者氏名　　　　　　　　　　　 　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　（署名することで、氏名の記載、押印に代えることができる。）

＜本学使用欄＞








